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下水道水環境保全率：３１．３％（Ｈ１６）→３１．４％（Ｈ１７）
水環境保全人口３，９９３万人（前年度比２７万人増）

下水道の普及促進とともに、水環境保全の観点から「高度処理」や「合
流式下水道の改善」を推進していくことが必要。

「下水道水環境保全率」について

全国的に著しい
地域間格差が
存在。

「水環境改善の観点から、高度処理が必要とされる地域については高度処理が、合流式下水道

整備地域については合流改善対策が、それぞれ実施された区域内の人口の、総人口に対する割
合」のことです。

「下水道水環境保全率」の定義

イメージ

「下水道水環境保全率」とは？

公共用水域の水質保全
下水道による目的達成のための３つの対策

＜環境＞

合流改善
＜くらしと環境＞

下水道の普及
＜環境＞

高度処理

下水処理の普及に加え、水質保全効果とあわせた

くらしと環境の総合評価指標です。

地域ごとに必要な対策が十分に取られているかどうか？

合流式下水道より
放流される
未処理水

 

頻発する赤潮


